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第 6回キールボート強化委員会議事録 

2011年 11月 25 日(金) 

ちよだプラットフォームスクウェア 401会議室 

 

 

◆委員長：中澤信夫 副委員長：金子純代(議長） 久保田悟  

事務：熊谷一樹 村井梨恵 書記：中山遼平 

◆出席者(順不同)： 石黒建太郎 稲葉健太 田代和史 畠山知己  

日根野聰弥 平井淳一 古川龍文 山田寛 渡辺哲 

 

 

◆開会 19:10 

◆JSAF理事会・外洋総務委員会の報告(中澤) 

・ 「制式艇種統一，導入のための実行委員会」にて，高校生向けディンギー艇種を FJ から 420

に統一する議論がある。 

・ IRCの登録艇が，ここ数年で増加傾向にある。 

・ ジャパンカップ及び J24全日本選手権の web上での海図記載に関して，海上保安庁から注意

喚起があった。web 上での海図記載には海上保安庁への申請が必要である。 

・ 近々に JSAF 外洋系ホームページを新設する予定。 

 

◆相模湾レース調整及び相模湾サーキットの開催（稲葉） 

・ HMYC クラブレースとリビエラ湘南レースを共催することで，各ヨットクラブ内の順位とは

別に，IRCによる全体順位を設ける。さらに，江ノ島ノルウェーカップや逗子レガッタも含

めて年間サーキット化し，ヨットレースを盛り上げる環境を作る。相模湾がモデルケースと

なる。 

・ リビエラ及び HMYC からは協力が得られたので，他ヨットクラブとも協議を進めている。ま

た，JSAF 外洋総務委員会にて説明し協力をお願いした。 

・ 今後の課題として，運営方法，運営費用，各クラブ・外洋支部・クラス協会の協力取りつけ

と JSAF理事へのサーキット参加打診，「J-Sailing」での事前告知，ステータスとなるよう

なトロフィーの準備など。 

・ JSAF 会員登録や IRC 登録を前提としてサーキット化を進める必要がある。基本的には IRC

の普及にもつながるはずなので，段階的に移行できないか。 

・ 外洋三崎も加わるならば，外洋総務委員会から一部費用を支援できる可能性がある。 

・ 12 月中に外洋系の会合にて告知する予定。 
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◆学生選抜マッチレースについて(石黒，田代) 

・ 「JYMA選抜大学対抗マッチレース in 日産マリーナ東海 2012」を開催する。 

日本経済，関西学院，日本，早稲田，慶應，同志社のインカレ上位 6大学，ワイルドカード枠で，

J24活動をしている東京大学（仰秀）とマッチレースで活躍中の若手チームの計 8 チームを中心

に参加の打診を行っており，好感触が得られている。そのほかにも，インビテーション・リクエ

ストを公募している。 

・ 春インカレをひかえており，卒業する 4 年生と 3年生以下で大会への温度差がある。開催時

期については，次回大会の検討課題とする（インカレ直後の 11月開催？）。 

・ エントリーフィーは未定。1 月中には準備費用を集める必要がある。 

・ 費用について，アンパイアの人数を減らすことやボランティアのスタッフを増やすことで支

出を抑えるとともに，スポンサー募集を工夫する。 

・ 冠スポンサー以外にも，小口のスポンサーを募る。企業だけではなく，ヨットオーナーにも

声をかける。チームの宣伝をすることで，キールボートの活性化にもつながるはず。また，

募金のような形でセーラー全体にも声をかける。用途や会計が明らかであれば募金し易いの

ではないか。 

・ JSAFのホームページや「J-Sailing」などで大会をアピールしてもらう。要交渉。 

・ 将来的には，オーストラリアで行われるユースマッチ日本代表の予選にできないか。 

 

◆ワンデザインキールボートパーク＆キールボートスクールの開設（中澤） 

・ 各ヨットハーバーにレンタル向けのワンデザインボートを導入することで，仲間同士で気軽

にキールボートを楽しめる環境を作る。また，セーリングスクールを開設することで，海外

に通用する若手キールボートレーサーを育成する。 

・ JSAF より協力を要請するとともに，将来的発展を軸に各ヨットクラブ・各ヨットハーバー

が中心となって進められないか協議する。 

 

◆BMW オークランドレガッタ（中澤） 

・ JSAF 宛て招待が来ており，2012 年 3 月 21-25 日にニュージーランド・オークランドで開催

予定。乗員 6 名（ウェイト上限 510kg）のフリートレース形式で，エントリーフィーとして

（損傷保証金とは別に）7,000 NZドルがかかる。 

・ JSAF選抜チームとして若手アマチュアセイラーを派遣したい。 

 

◆世界のメジャーレースの研究と参加準備（山田） 

・ 今回資料をたたき台として次回以降議論する。 

 

◆閉会 21:00 

◆次回委員会の開催日程： 12月 21日（水）19:00～ 南青山「45dav」 


